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1. 『 語 古 拭 基 集 』 に つい て 
『 蒙 古 迅 梨 集 (も うこ と どい し ゅ う )』 は 、 清 朝 の 慶 2 年 (1797 年 ) の 座 を も つ モ ン 
ゴル 語 ・ オ イラ ー ト 文語 ・ 満 洲 語 ・ 漢 語 の 4 言語 対照 語 候 集 で ある 。 編 者 は 、 満 洲 語 ・ 渓 
新 ・ モ ン ゴ ル 語 の 8 言語 対照 辞典 と し て 人 口 に 有 角 し た 『 三 合 便覧 』 の 編者 と し て も 名 高 
い 富 矯 で ある ( 注 1)。 同 書 は 全 8 冊 か ら な る 写本 で 、 中 国 北京 の 政 宮 博 物 院 図書 館 に 蔵 さ 
れ て いる 孤 本 で ある が 、 中 国 国家 図書 館 と 北京 大 学 図書 館 に は それ ぞ れ 青 写真 に よる 複製 
本 が 所 蔵 さ きれ て お り 、 北 京 大 学 図書 館 所 蔵本 に は 「 迅 大 字 臣 」 と いう 題 が 付 さ れ て いる 。 
『 誤 古 宅 志 臣 集 』 に 関す る 情報 は 満 洲 語 図 書 目録 ( 注 2) や モン ゴル 語 図 書 目録 ( 注 8) 
に 載 録 さ きれ て いる が 、 春 花 [2008 : 8314-817] で 詳し い 書 誌 情 報知 る こと が で きる 。 目 
録 類 の 中 に は 同書 の 題名 を 「 蒙 古 抵 世 腎 書 」 と する も の が あり 、 ま た 北京 大 学 所 蔵 の 複製 
本 の 題名 は 「 把 葉 大 字 緊 」 と な っ て いる が 、 満 洲 語 ・ モ ン ゴ ル 語 ・ オ イラ ー ト 文語 ・ 漢 語 
が 併記 され た 同書 の 座 に は 、 次 の よう に 名 づけ られ て お り 、 こ れ を 正式 な 題名 と 見 な すこ 
と が で きる ( 注 4)。 
満 洲 語 : monggo tot hergen 1 acamjaha 1sabun 
モン ゴル 語 : mongyul tod sug-iyer neyileldugUlugsen CuylalY_a 
オイ ラー ト 文 語 : mongyol tod jug+iyin ney11uu1=sen Cuqluulya 
党 語 : 蒙古 択 慕 集 
同書 は 、 上 述 の よう に 8 冊 か ら な る モン ゴル 語 、 オ イラ ー ト 文語 、 満 洲 語 、 漢 語 の 対訳 
語 腎 集 で ある が 、 第 1 冊 の 巻頭 に は 富 俊 に よる 序 (13 丁 25 頁 )、 ト ド 文 字 の 字母 表 (2 丁 
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3 真 )、 オ イラ ー ト 文語 の テキ スト (6 丁 12 頁 ) が 付 さ れ て いる 。 本体 の 語 英 集 は 、 モ ン 
ゴル 語 の 文語 (モン ゴル 文字 表記 ) と 口語 ( 満 洲 文 字 表 記 )、 オ イラ ー ト 文語 (トド 文字 ) 、 
満 洲 語 ( 満 洲 文 字 )、 漢 語 (漢字 ) の 5 種類 の 単語 が 1 行 に 並べ られ て いる 。 つ まり 、1 行 
は 5 段 か ら な り 、 上 の 5 種類 の 単語 が それ ぞ れ の 段 に 置か れ て いる 。1 頁 に 8 行 が 配 さ れ 、 
最上 段 の モン ゴル 文語 の 単語 は 宇 母 順 ( 十 二 宇 頭 順 ) に 配列 され て いる 。 見 出し 語 の 字母 
順 の 配列 と 対照 語 革 を 一 行 に 並べ る 体裁 は 、『 三 合 便覧 』 に 範 を 取っ た も の で ある 。 

党 人 に よる 『 蒙 古 抵 基 集 』 の 「 序 」 に は 、 同 書 を 編 畑 し た 経緯 が 述べ られ て いる 。 中 
で も 興味 深い の は 、 オ イラ ー ト 文語 を 新た に 加え 、 配 列 順 を モン ゴル 文語 の 字母 順に し た 
理由 に つい て 書か れ て いる こと で ある 。 次 は 、「 序 」 の 全訳 で ある ( 注 5)。 

(1a) 古 の 六 書 の 作り を 考え れ ば 、 元 来 、 庶 声 ・ 仮 借 ・ 転 注 等 の (1b) 方 法 が ある 。 そ の 
基準 は すべ て 同じ で ある 。 そ れ で 文字 が 同じ (同文 ) と 言っ た 。 満 洲 語 と モン ゴル 語 の 
文字 は 少し の 違い は ある が 、(2g) 大 体 似通っ て いる 。 か つて 満 洲 語 は 言葉 が 多く 、 若 干 
の 古い 書物 や 新しく 定め た 語 に (2b) 出 会 うと 、 初 学者 は 十分 に 理解 する こと が で きず 、 
ーー 時 に 調べ よう と し て も 手立て が 無かっ た の で 、 し た が っ て 私 の (3a) 父 の 意志 を 継い で 
三 合 便覧 を 編集 し 、 満 洲 語 の 新語 ・ 旧 語 を (3b) 集 め て 十 二 宇 頭 の 順に 配列 し て 編 甘 し た 
こと に より 、 文 字 ( 語 ) を 調べ よう (4a) と する 者 に は 、 極め て 容易 に な っ た 。 己 玄 (1779) 
の 年 に 富 俊 は 蒙古 進士 に な り 、 礼 (4b) 部 額 外 主事 と な っ た 後 、 常 に 余暇 に あっ て 、 モ ン 
ゴル 語 の 単語 は 甚だ 多く 、 調 べ 探 す の は 容易 で (5a) な いと 思わ れ 、 モ ン ゴ ル 語 を 同様 に 
十 二 字 頭 の 順に 並べ て 編集 し 、 調 べ る 便宜 に 供し た 。(5b) た だ 、 モ ン ゴ ル 語 の 中 に は ま 
と 一 種 の トド 文字 が ある 。( こ れ は ) 元 来 、 ジ ュ ン ガル の 厄 急 特 族 の 文字 で ある 。 我 が 
(6a) 国 が ジュ ン ガ ル 厄 急 特 を 平定 し た 後 、 投 降 し た 多く の 部 落 を 伊 秦 (イリ ) や 科 布 多 

(ホブ ド ) 等 の 地 に 住ま わせ た 。 そ れ ぞ れ の 闘 庁 、(6b) 参 朝 の 当番 が ある た め 、 常 に 文 
書 が 往来 し て いる 。 そ の 文字 を 知る 者 は 極め て 少な い の で あっ た 。 加 隆 (7a)47 (1882) 
年 、 軍 機 大 臣 ら が (7b) 奏 上 し て 、 京師 に トド 学校 を 設立 し 、 芝 古 八 旗 か ら そ れ ぞ れ 1 名 
ずつ 学生 を 置い て 特に トド (8a) 文 字 を 学ば せ た 。 効 少 か ら 書 を 読み 学 ぴ ながら 終え て 、 
用 に 備え た こと は 制度 と し て 基 だ よい こと で ある 。 西 辰 (1796) の (8b) 年 の 春 、 富 俊 は 
科 布 多 (ホブ ド ) 参 堆 の 命 を 奉じ し た の で 、(9a) 辺 編 は 平穏 で 政務 は 多く な い が 、 光 て 意 
る こと な く 、 事 務 を 処理 し た 余暇 に トド 文字 を よく 知る (9b) 者 を 捜し 求め て 、 共 に 究め 
明らか に し て トド 文字 で 翻訳 を 行っ た 。 ま た お そら く 後 学 の 者 た ち が 読 み (10a) に くい 
の で 、 一 番 上 の 列 に モン ゴル 文字 を 、 そ の 次 に モン ゴル 語 の 発音 に 合わ せ て 書い た 満 洲 
文字 を 、 ま た 次 に トド 文字 を 、 さ ら に 次 に (10b) 満 洲 語 を 、 一 番 下 に 漢語 を 置い て 、 行 
ご と に 5 つの 欄 と し て 、 そ れ ぞ れ を 対照 し 確か め 、2(Q11a) 年 の 間 で 終わ ら せ た 。 思 うに 、 
モン ゴル 文字 に は 圏 点 が な く 、 口 授 で 教え な けれ ば モン ゴル 語 の 発音 を 習得 する (11b) 
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こと は で き な い 。 トド (tod) と いう の は 、 即 ち モ ン ゴ ル 語 の todurqai ( 明 自 )、 満 洲 

語 の getuken( 明 白 ) と いう 語 で ある 。 よ っ て これ を 姜 古 括 迅 功 集 (mongYyul tod Qsig-iyer 

neyileldigu1=usgsen CuylalY_a) (12a) と 名 づけ た 。 こ れ で 、 学 ぶ 者 が 書物 を 開い て た 

だ ち に 明らか に 知る た め に 上 革 か の 益 と (12b) な る だ ろう 。 こ の た め に 上 序 を 記 し た 。 玄 慶 
巳 舌 春 (1797 年 1 月 ) (13a) 尊 歳 富 俊 

ここ で は 、 主 に 『 三 合 便覧 』 を も と に し て 、 モ ン ゴ ル 語 を 宇 母 順に 並べ て 同書 を 編 委 し 
た こと 、 乾隆 47 (1882) 年 に トド 学校 が 設立 され て オイ ラー トト 文語 の 学習 が 必要 な こと 、 
自ら 相 辰 (1796) 年 に ホブ ト へ 赴任 し て オイ ラー ト 文 語 に 接する 機会 を 得 て 編 往 し た こと 
な ど が 説明 され て いる 。 

『 誠 古 提 志 監 集 』 は 、 稀 書 で ある こと と 関連 し て 、 そ の 情報 は これ まで 図書 目録 の 中 の 
僅か な 情報 に 限ら れ て いた が 、 近 年 、 春 花 [2006 : 2008] お よび 晩 春 [2006 : 2007」 に 
よっ て 同書 の 詳し い 書 誌 情報 と 、 満 洲 文 字 で 表記 され て いる モン ゴル 語 口 語 の 特徴 に 関す 
る 和 論考 が 公刊 され て 、 研 究 の 端緒 が 開か れ た と 言う こと が で きる 。 そ れ ら の 論考 に も 指摘 
され て いる よう に 、 同 書 は モン ゴル 文献 学 ・ モ ン ゴ ル 語 辞書 編 筐 史 の 観点 か ら は 字母 順に 
配列 され た 最も 初期 の 辞書 と し て 貴重 な 資料 で あり 、 ま た モン ゴル 語学 ・ モ ン ゴ ル 語 史 の 
観点 か ら は 18 世紀 末 の 満 洲 文字 表記 に よる モン ゴル 語 日 語 の 資料 、 さ ら に 同時 代 の オイ ラ 
ー ト 文語 の 語 細 資料 と し て 質 的 に も 量 的 に も 高い 価値 を も っ て いる 


2.「 ト ド 文 字 一 百 条 」 に つい て 

今回 本 稿 が 取り 上 げ る の は 、『 蒙 古 所 筐 集 』 の 第 1 民 に 収め られ て いる 6 本 (12 頁 ) 
の オイ ラー ト 文 語 の テキ スト で ある 。 こ の テキ スト に つい て は 、 わ ず か に 《 中 国 蒙 古文 古 
箱 怠 目 》 [1999 : 1180] で 触れ られ て いる だ け で 、 他 の 図書 日 録 に も 、 春花 [2006 : 2008]、 
距 春 [2006 : 2007] ら の 研究 で も 言及 され て いな い 。 ト ド 文 字 の 字母 表 の 最後 に オイ ラー 
ト 文 語 で 書か れ た uriqsen okin+asu 6ki idenem gek0 liger (招い た 娘 か ら 脂 身 を 
食べ る と いう 物語 ) と いう 一 行 が 付 さ れ て お り 、 一 見 し た と ころ 、 こ れ は 後続 する オイ ラ 
ー ト 文語 テキ スト の 題 争 を 表し て いる よう に 見 える ( 注 6)。 し か し 、 実際は これ は テキ ス 
ト の 内 容 と 何 の 関 係 も な い 。 

新 鉄 巴 図 ・ 栗 林 均 [2008] は 、 こ の オイ ラー トト 文語 テ キス ト が 満 洲 語 口語 学習 書 『tanggu 
meyen (一 百 条 )』 の 中 の 7 話 の 裕 訳 で も や る こと を 明らか に し た ( 注 ?7)。 

『tanggimeyen (一 百 条 )』 は 、 清 朝 乾 隆 天 の 時 代 に 編 往 され た と 考え られ る 満 洲 語 口語 
学習 書 で 、 対 話 形 式 の 満 洲 語 会 話 文 の 百 話 ( 王 百 条 ) を 集め た も の で ある 。4 巻 か ら な る 
木版 本 が 通行 本 と し て 知ら れる が 、 序 ・ 吹 は な く 、 著 者 、 刊 行 年 は 不明 で ある ( 注 8)。 満 
洲 語 に よる 本 文 の 内 容 は 、「 満 洲 語 の 学習 」「 文 武 の 勧め 」「 飲 酒 ・ 漁 色 ・ 浪 費 の 戒め 」「 変 
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友 関 係 」「 家 庭 生活 」「 処 世 訓 」「 人 の 評判 」「 病 気 見 舞い 」 等 々 、 当 時 の 満 洲 八 旗 人 の 日 常 
生活 の さま ざま な 場面 に 及 ん で いる ( 注 9)。 

オイ ラー ト 文 語 の テキ スト の 7 話 は 、『tanggu meyen (一 百 条 )』 の 第 51 話 、 第 8 話 、 
第 90 話 、 第 39 話 、 第 1 話 、 第 42 話 、 第 87 話 に あたる 。 本 稿 で は 、 こ の オイ ラー ト 文 語 
訳 テ キス ト を 「 ト ドド 文字 一 百 条 」 と 呼ぶ 。、「 ト ド 文 字 一 百 条 」 の 7 話 を 、 配列 順に 第 1 話 か 
ら 第 7 話 と し て 、 そ れ ぞ れ の 内 容 を 志す と 次 の と お り で ある 。 

第 1 話 : 学問 と 読書 の 必要 性 に つい て の 訓 話 

第 2 話 : 学校 、 先 生 、 書 物 な ど 満 洲 語 の 勉強 の 現状 に 関す る 会 話 

第 3 話 : 満 洲 語 の 不 勉 強 に 対す る 先生 の 訓 話 

第 4 話 : 満 洲 語 と 漢語 の 翻訳 お よび 考 試 を 勧め る 会 話 

第 5 話 : 滴 洲 語 の 必要 と その 教授 の 依頼 

第 6 話 : 満 洲 語 の 会 話 に つい て 

第 7 話 : 滴 洲 語学 習 者 を 励ま す 会 話 

『 蒙 古 拓 世 功 集 』 の 本 文 ( 語 堅 集 ) の 部 分 に は 丁 番号 が 振ら れ て いる の に 対し て 、「 ト ド 
文字 一 百 条 」 に は 丁 付 けが な い 。 ま た 、『 蒙 古 拭 基 英 集 』 の 「 序 」 と 本 文 は 1 頁 に 8 行 が 配 
され て いる が 、「 ト ド 文 字 一 百 条 」 の 部 分 は 1 頁 に 10 行 が 配 さ れ て いる 。 こ れ を 見 る と 、 
『 蒙 古 老 基 募 集 』 の 「 序 」 と 本 文 と 「 ト ド 文 字 一 百 条 」 は 別々 に 作成 され た 可能 性 が ある 。 
その 一 方 で 、「 序 」、「 ト ド 文 字 字 母 表 」、「 ト ドド 文字 一 百 条 」 の 終わ り に は 、 そ れ ぞ れ 「 紹 衣 
堂 」( 富 俊 の 堂 号 ) と 「 富 俊 印 」 の 印 が 押さ きれ て いる こと か ら 、 こ れ ら は すべ て 富 俊 の 撰 に 
よる も の と 考え られ る 。 

この よう な オイ ラー トト 文語 の テキ スト が な ぜ 作 成 さ れ 、『 蒙 占 慈 世代 集 』 に 収録 され た の 
か と いう 理由 に 関し て は 、 同 書 の 序 の 中 で 、 乾隆 47 (1882) 年 に 軍機 大 臣 ら が 奏上 し て 京 
師 に トド 学校 が 設立 され た と ある こと に 関連 し て いる と 考え られ る 。 オ イラ ー ト 文語 の 学 
習 の た め に 、 満 洲 語 の 学習 書 で ある 『tanggu meyen (一 百 条 )』 が 軍 訳 され て 、 教 科 書 と し 
て 使わ れ た の で は な い だ ろ うか 。 

と ころ で 、『 蒙 古 拓 式 臣 集 』 の 編者 富 人 は 、 こ れ 以 外 に も 『tanggu meyen (一 百 条 )』 と 
深い 関わ り を も っ て いる 。 乾 隆 甲 寅 (1794) 年 に 富 俊 は 『 初 学 指南 』 と いう モン ゴル 語 の 

日 語学 習 書 を 上 梓 し て いる が 、 そ れ は 『tanggumeyen (一 百 条 )』 の モン ゴル 語 訳 ( 満 洲 文 
字 表 記 ) と 白 話 体 漢文 を 対訳 の 形 で 対 陸 し た も の で ある 。 ま た 、 道 光 10 (1880) 年 に は 、 
『 三 合 語 録 』 と いう 類 書 を 出版 し て いる が 、 こ れ は 『tanggumeyen (一 百 条 )』 の 満 洲 語 と 
モン ゴル 語 訳 ( 満 洲 文字 表記 ) に 白 話 体 漢 文 を 加え た 3 言語 対訳 の 学習 書 で ある 。 こ の よ 
うに 、 滴 洲 語 の 学習 書 『tanggu meyen (一 百 条 )』 を 手 本 に し て 、 モ ン ゴ ル 語 の 学習 の た め 
に モン ゴル 語 に 翻訳 し た こと と 、 オ イラ ー ト 語 の 学習 の た め に オイ ラー ト 文 語 に 翻訳 し た 
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こと は 、 軌 を 一 に し て いる 。 

「 ト ド 文 字 一 百 条 」、『 初 学 指南 』、『 三 合 語録 』 の 関係 は 、 そ れ ら が すべ て 『tanggumeyen 
(一 百人 条 )』 を 原本 と し て いる だ け に と ど ま ら な い 。 こ れ ら 3 書 の 各 話 ( 条 ) の 順序 は 、 
『tanggu meyen (一 百 条 )』 と 大 きく 異な っ て いる 。『 初 学 指南 』 と 『 三 合 語録 』 で は 、 各 
話 ( 条 ) の 順序 は 同じ で ある 。「 ト ド 文 字 一 百 条 」 の 7 話 は 、 順 に 『 初 学 指南 』 と 『 三 合 語 
録 』 の 第 4、5、6、7、1、2、3 話 に 相当 する 。 

『 初 学 指南 』 お よび 『 三 合 語 録 』 に 収録 され て いる モン ゴル 語 の 訳文 は 、 い ずれ も 満 洲 
文字 で 表記 され た モン ゴル 語 の 「 口 語 」 で ある 。 そ の モン ゴル 語 は 、 伝 統 的 な モン ゴル 文 
語 の 総 り と 大 きく 異な っ て いる だ け で な く 、 現 代 の ハル ハ 方 言 、 チ ャ ハル 方 言 、 ホ ルチン 
方 言 等 と も 異な り 、 そ れ ら か ら 推 測 す る こと が 困難 な 語形 や 語尾 が 散 上 され る 。 こ の よう 
に 、『 初 学 指南 』 と 『 三 合 語録 』 に 記さ れ て いる 「 日 語 」 が 時 代 的 、 地 方 的 、 文 体 的 に どの 
よう な 言語 実態 を 反映 し て いる の か は 、 不 明 で あっ た 。 これ に 関し て 、 和 栗林 均 ・ 新 飲 巴 図 
[2009] は 、「 ト ド 文 字 一 百 条 」 が 『 初 学 指南 』 お よび 『 三 合 語録 』 の 成立 に 深く 関わ っ 
て いる こと を 明らか に し た 。 そ こ で は 、 そ れ ぞ れ の テキ スト を 比較 し て 、『 三 合 語 録 』 の モ 
ン ゴ ル 語 は 「 ト ドド 文字 一 百 条 」 の オイ ラー ト 文 語 を 満 洲 文 字 で 表記 し よう と し た も の で あ 
る こと 、 ま た 『 初 学 指南 』 の モン ゴル 語 は 、「 ト ド 文 字 一 百 条 」 の オイ ラー トト 文語 に 基づき 
な が ら 、 オ イラ ー ト 文語 に 特徴 的 な 表現 (語形 や 語尾 ) を 内 地 の モ ン ゴ ル 人 に 分 か りや す 
く 加 き 換え て で きた も の で ある と いう 見 解 を 提示 し た 。 

この よう に 、「 ト ド 文 字 一 百 条 」 は 、『 初 学 指南 』 と 『 三 合 語録 』 の 成立 過程 、 お よび そ 
れ ら の モン ゴル 語 の 特徴 を 完 明 する 上 で 欠か せな い 資 料 で も る 。 し か し 上 掲 論文 (栗林 均 ・ 
断 伯 巴 図 [2009]) で は 、 紙 数 の 制限 に より 、 テ キス ト の 比較 の た め に 示し た の は 「 ト ド 
文字 一 百 条 」 の 一 部 の ロー マ 字 転写 に すぎ な い 。 こ れ か ら の 研究 に と っ て 必要 な こと は 、 
「 ト ド 文 字 一 百 条 」 の 実態 を 明らか に する こと で ある 。 本稿 で は 「 ト ドド 文字 一 百 条 」 す べ 
て の 影 印 を 掲げ 、 そ の ロー マ 宇 転写 と 日 本 語 訳 を 示し 、 そ こ に 使わ れ て いる オイ ラーー ト 文 
語 の 特徴 を まとめ る 。 影 印 は 、 北 京 大 学 図書 館 所 蔵 の 青 写真 複製 本 (『 世 大 字 腎 』 必 を デ 
ジタル 撮影 し て 、 ネ ガ ・ ポ ジ を 反転 させ た も の で ある ( 注 10)。 

「 下 下 文字 一 百 条 」 の オイ ラー ト 文 語 は 、18 世紀 後半 に 北京 で オイ ラー ト 語 の 教授 ・ 学 
習 の た め に 書か れ 、 使わ れ た も の と みな すこ と が で きる 。1648 年 に が ザヤ ・ パ ン デ ィ タ に よ 
っ て 創 ら れ た トド 文字 と オイ ラー ト 文 語 は 、 今 日 に 至る まで その 字母 の 種類 や 、 字 形 、 正 
書法 の 面 で 様々 な 変化 が 生じ し て きた こと は 、 サ ン ボ ー ド ル ジ ・ 橋 本 勝 [2005 : 63-124]、 
他 園 [2008:76-87] な ど に よっ て 論じ られ て いる 。 特 に 、18 世紀 の 後半 は こう し た 変化 の 
境目 と 見 な され て いる こと か ら 、 同 時 代 の オイ ラー ト 文 語 の 資料 と し て の 価値 も 大 きい と 
考え られ る 。 
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3. トド 文字 の 字母 表 に つい て 

上 述 の よう に 、『 姜 古 抵 迅 盤 集 ]』 の 第 1 冊 に は 、 富 俊 に よる 「 序 」 と 「 ト ド 文 字 一 百 条 |」 
の 間 に 2 丁 3 頁 の 「 ト ド 文 字 字 母 表 」 が 置か れ て お り 、 同 書 で 使わ れ て いる トド 文字 の 字 
形 と 配列 順 を 知る こと が で きる 。 

次 頁 か ら 字 母 表 の 影 印 ( 図 1 ユー3) を 、 次 に その ロー マ 宇 転写 を 示す 。 ( 注 11) 字母 表 に 
丁 付 け は な い が 、 図 1 て 3 は 、 そ れ ぞ れ 第 1 頁 表 (1a)、 裏 (1b)、 第 2 頁 表 (2a) で ある 。 
【 字 母 表 の ロー マ 字 転写 】 


1a ( 図 1) 1b ( 図 2) 
6 1 Co Mu 6 ⑪⑳. ja je 駅 


+ー 
に リ 
や 
ーー 
こ 】 
三 
ご 
三 : 


2 na ne ni no nu n6 ni. 2 jo ju 36 包 .。 ya ye 

3 xa xo Xu ya 0 YU 3 yo yu yO yU. ke ki k6 KQ0. 
4 ba be bi bo bu b6 bi. 4 ge 91 96 90. ra re ri 

5 pa pe pi. sa se si 5 ro ru TYO ru. pha phe phi 

6 so su s6 s0. $a [Se] 3i 6 pho phu phO phui. fa [fe] fi. 

7 3$o Su SO S. ta te tj 

8 to tu t6 t. da de di 7 。 a an ab ayin 

9 do du d6 d. la le 1 8 ai au ang 

10 lo 1lu 16 10. ma me mi ar am al aq 


11 mo mu m6 mu. Ca Ce 本 10 ad as as. 


1 na fe 西 . 【niya niye nii】 

2 da de di. 【za ze 刀 】 

3 ha ho hu. 【ha ho hu】 

4 na fo miu. 【angga engge ongg0】 
5 %a ze 刀 . 【zasazeses1 泊 】 
6 ka kha ga. 【... 】 

7 


irisqsen okin+asu 6ki idesnem geku iliger 


図 の 影 還 に 見 る よう に 、 字母 表 は 8 て 4 文字 (音節 ) ずつ の 短冊 を 貼り 合わ せ た も の で あ 
る 。1a (第 1 頁 表 ) の 1 一 4 行 と 5 行 目 以降 で 、 母 音 字 ae1 と ou61 が 上 下 に 入れ 葵 
わっ て いる が 、 こ れ は 5 行 目 の 下段 に po pu p6 pu が 入る は ず だ っ た も の と 考え られ る 。 

上 の 字母 表 の 中 で 、1b (第 1 頁 裏 ) の 7 一 10 行 は 、 音 節 末 に 立つ も の で ある 。 

2a の 第 16 行 は 外来 語音 の 表記 に 用 いら れる 文字 で 、 そ れ ぞ れ の 行 の 下部 に 満 洲 文 字 
で 読み 方 を 示す 書き 込み が ある 。 

2a の 第 7 行 (「 招 いた 娘 か ら 脂 身 を 食べ る と いう 物語 」) は 、 昔 話 の 題名 の よう で ある が 、 
前 後 と 何 の 関係 も な い 一 行 で ある 。 
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図 1. トド 文字 字母 表 (1a) 


1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
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図 2. トド 文字 字母 表 (1b) 
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図 3.、 トド 文字 字母 表 (2) 


* 1 


ーー で 


ー 人 記 


『tanggn meyen (一 再 条 )』 の オイ ラー ト 云 語 訳 に つい て 
4 . 


「 ト ド 文 字 一 百 条 」 に お ける オイ ラー ト 文 語 の 特徴 


【 字 種 ・ 字 形 】 


に こ で は 、「 ト ド 文字 一 記 条 」 の 言語 的 な 特徴 を 「 字 種 ・ 字 形 」「 正 書法 ・ 綴 り 」「 文 法 的 
語尾 」 に 分 け て 検討 する ( 注 12)。 
Q① 


「 下 選 竣 字 一 再 


条 」 に fmQ (manj'u「 満 洲 」) と いう 語 が 12 回 現れ る が 、 そ れ ら の 第 2 
音節 頭 に は すべ て と いう 文字 が 書か れ て いる (本 稿 で は これ を す 了 j と ロー マ 宇 転写 し た )。 


ァ は 、fmQ (manj'u「 満 洲 」) 以外 の 語 に は 用 いら れ て いな い 。 ま た 、「 序 」 の オイ ラー ト 
文語 に は この 文字 (字形 ) は 使わ れず 、TmQ (manju) と 綴 ら ちら れ て いる 。 加 えて 、 こ の 字 
形 は 「 ト ドド 文字 の 字母 表 」 に も な い 。「 ト ド 文 字 一 百 条 」 に お いて の な 「 満 洲 」 と いう 語 
を 特別 に 扱っ て いる が 、 こ れ が 何ら か の 発音 (の 違い ) を 表す か どう か は 不明 で ある 。 

⑫) ト ドド 文 字 で は 、 破 搬 音 を 表す 文字 と し て 、 有声 の ss と 無声 の >* と いう 4 種類 の 文字 が 
知ら れ て いる 。 こ れ に 対し て 、「 ト ドド 文字 一 百 条 」 で は 、 上 述 の fm@ (manj'u) の を 除 


いて 、 有 有声 の 3 と 無声 の ぅ と いう 2 種類 の 文字 し か 使わ れ て いな い 。「 ト ドド 文字 の 宇 母 表 」 
に も = と ぅ の 2 種 類 が 書か れ て いる だ け で 、s と r の 文字 は な い ( 注 18)。 
【 正 書法 ・ 色 り に つい て 】 


①) ト ドド 文字 に は 狭い 円 暦 母音 を 表す 後 舌 の fm/w/@ (u) と 前 逢 の tm/g/@ (』) と いう 2 種類 の 
音 字 が あり 、 両 者 の 字形 は 補助 記号 ( 衝 め の 線 ) の 有無 で 区 別 さ れ て いる 。 
「 ト トド 文字 一 百 条 」 で は 、 子音 字 7/w (x) お よび せ /w (①) に 連なる 後 舌 の u に は 補 


助 記号 を 付け ず 、/mp/m9 (xu) 、/mw/9 (Yu) と 書か れ て いる 。 例 : 
Tom xurdun「 は や い 」(4a1) 


Tew6w yurban「 三 」(3a10) 
@Ymor bolxuna「 一 で は 」(1a3) ff asyun「 胸 」 
tw0 ungsisxu「 読 む 」(1a2) Li) 


(2a10) 


ayalayu「 発 音 」(5b6) 
トド 文字 の 子音 字 /w (x)、 や W/w (Y) は 後 舌 の 母音 字 と し か 結び つか な いこ と か ら 、 


音 の 種類 は 明白 で あり 、 母 音 字 w/@ (u) の 補助 記号 を 省略 し た も の と 考え られ る 。 こ 
の 表記 方 法 は 、 一 貫 し て いる 。 


(⑫) 連 続 する 母音 字 の 二 番 目 が 後 舌 の u で ある 場合 、u に は 補助 記号 を 付け な い 字 形 (o/⑳ 
で 書か れ て いる 。 こ の 表記 方 法 も 、 一 貫 し て いる 。 例 

w6 you |「 何 」 (1a9) TmfseV yasoun「 苦 い 」(3a2) 

wm yabuul= 「 提 出し ろ 」(4a2) 


人 M@60 bo1=huu 「 で し ょ うか 」(4b4) 
mr xariulasji「 報 いる 」 (1b3) 


zu orCiul1=「 翻 訳し ろ | (2a3) 


これ ら の うち 、mw/@ (ou) 、w/w⑳ (uu) で は 、 一 番目 の 母音 字 が 後 舌 で 、 


音 調和 に よ 
り 二 番目 の 母音 字 の 種類 は 明白 で ある こと か ら 、 母 音 字 w/@ (u) の 補助 記号 を 省略 し た 
も の と 考え られ る 。wp (jiu) は 、 他 の 音節 に 後 舌 の 母音 字 が ある 場合 に は 、 母 音 調和 に 
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よっ て 母音 の 種類 は 明白 で ある こと か ら 、 補 助 記号 を 省略 する も の と 考え られ る 
(8) 円 暦 の 長 母 音 は 但 /w (6) 、1se/se/⑳ (uu) 、/ せ (6) 、feg/e/6 (G) で 表記 され て いる 。 


fmhey 8 xoron-du「 間 で 」(5b4) swe od6「 今 」(1b8) 

9 bo]=buu「 で し ょ うか 」(4b4) *mevt) suryuul1 | 学校 」(2a4) ( 注 14) 
6r 「 白 分 」(4a4) 0⑯ tOrs6d「 生 まれ て 」(1a1) 

⑯wt tdkei 「 未 熟 」(2b4) wo9 tir 「 頭 」(2b7) 


一 方 、tw (ou) 、9 (60) と いう 表記 も 、 現 代 の オイ ラー ト 方 言 を 含む モン ゴル 語 で 円 
居 の 長 母 音 に 対応 し て お り 、 長 母音 を 表し て いる 可能 性 が ある 。 


w% you「 何 」(1a9) TeyV yasoun「 苦 い 」(3a2) 
fw xouli「 し きた り 」(3b7) 6sV kib6in「 子 」 (1D2) 


これ は 「 ト ドド 文字 一 百 休 」 に 限ら ず 、 オ イラ ー ト 文語 文献 に 一 般 に 見 られ る 表記 で ある 。 
(4)「 ト ド 文 字 一 百 条 」 で は 、 疑問 の 助詞 ms6 (uu/n) は 先行 する 語 と 薄 げ て 書か れ て い 
る 。 そ の 際 、 先 行 す る 語 の 未 尾 の 箇 母 音 字 が 脱落 する こと が ある 。 例 : 


@@0 bo]=buu「 で し ょ うか 」(4b4) 6 gesnn「 一 と 言う か 」(6a7) 
また 、 疑 問 の 助詞 の 母音 字 が 、 一 つ だ け で @ (u/0) と な る こと が ある 。 例 : 

sertcidasnu「 で きる か 」(1b3 ) @ne bol=nmu「 い いか 」(1b6 ) 

人 wwe bayisnu「 あ る か 」(1b8 ) we yabuulbu 「 提 出し た か 」(3b5 ) 


(5)「 ト ド 文 字 一 百 条 」 で は 、 第 3 人 称 所 属 を 表す 人 Q (ni) は 、1mwWtm%fN ungsisxuni「 読 む 
の は 」(1a2) 、fwt0 0 gei ni「 無 い の は 」(1b4-5) の よう に 先行 する 語 RI 
れる こと も ある が 、 多 く の 場 合 先行 する 語 と 繋げ て 書か れ て いる 。 そ の 際 、 子 音 n で 終 
わる 単語 は 、 そ の 子音 n が 脱落 する 。 例 : 

fr medesku*ni 「 知 る の は 」(6a8) YmW ww) sanan-du*n1 「 そ の 考え で 」(1a9) 
ww) geqGi*n1 「 と いう の は 」 (2b2) feet) mede=se*ni「 知 っ て いる の は 」 (6a3) 

(@⑥) 同 じ 単 語 で 、 次 の よう に 表記 の 異な る 場合 が ある 。 

1) fyef Sdim「 日 」(1b7。2a1, 2a2。2a9。3a10, 3b1。5b2) - hw 6d6r (2b8) 
2) rm eolo「 暇 」(2a10, 2b1。 3a3。5b6) ー za tola (2a1。4b3。4b3) ( 注 15) 
8) @6 bo1=buu 「 で し ょ うか 」 (4b4) ~ 仙 @6 bo]=bou(5a5, 5a6) 

4) mer) surssu*ni 「 学 ん だ こと は 」(3b3) ^- Yemwem) surassu*n1 (6a3) 

5) mw yajJar「 と ころ 」(1a6。4a10。6a2, 6a9) Tamy 7aJara (2a5) 

6) ev kejiiye「 い つ 」(2b7) 一 CewW kejiya (2a5) 

?) fw ayitai 「 流 則 な 」(3b3。5b3) fe ayatai (5a1) 

8) WV xa「 ど こ 」(2a4。6a9) ~ TV xama (5a1) 

9) ww youma「 こ と 」(1b5) - wmf youman (5a5) 
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10) 9 you「 何 |」 (1a9, 2a5, 2a9,3a4, 3b10。 4b10。5b5。5b7) ww youn (2b3, 3a3。 
4a5。4b1,。 4b6。 6a3) 
(⑦ 次 の 2 語 に は 母音 調和 に 反する 綴り が 見 られ る 。 
em keTiya「 い つ 」(2a5) wpew giyieesya 「 追 い 付 こう 」(6a5) 
【 文 法 的 語尾 に つい て 】 
(1)「 ト ドド 文字 一 百 条 」 に お ける 名 詞 の 格 語 尾 の 種類 と それ ら が 用 いら れ て いる 条件 を 例 と 
と も に 示す と 、 次 の と お り で ある 。 


.「 ト ド 文 字 一 百 条 」 に お ける 名 詞 の 格 語 
| 格 | 語尾 、 | 例 ( 出 現 位 財 意味 語幹 末 の 文字 


表 1 
格 
-y1in eke-yin (1a4) 
+iy1in j11+iyin (3a10) 
属 格 +On Or+On (4a4) 
man+a1 (2a4) 
+ai/+e1/+1 ktmun+ei (5a1) 
t6iim+i (1a10) 
対格 
造 格 
維 格 


Se ge-g1 (5b7) 
"91/Yyi9i saYa+yigi (2b8) 
tan+iyigi (3a6) 
+iyig1/+uyig1/+1 | ulusruyigi (5b1) 
sedk1il+i (6a10) 
2 dur+ar (3a7) 
ad OUy1l+er (5a8) 
sana+yYar 
+Yar/+ger/+your 60+ger 
dara+YouT 


Jasl/8sH aX+aSU (4a10) 
nigen+esiu (2b4) 
Gima+du (4b2) 

+du/-di 
与 位 格 nigen-dG (439) 
-tu/-tU bieiq-ti (6a3) 


tan-tai (3a4) 
共 同 -t i +t i 
同格 1/+tei n6kGd+tei (5b2) 


(プラ ス 「+」 は 語幹 と 繋げ て 書か れ 、 ハ イフ ン 「-」 は 語幹 か ら 離 し て 書か れる こと を 表す ) 


属 格 語尾 +6n は 、6r+6n (「 各 の 」4a4) 以外 の 語 に 付い て いる 例 は な い 。 こ れ に つい て 
は 、JyBcam6annan [1975]、 サ ン ボ ー ド ル ジ ・ 橋 本 [2005] 等 に も 言及 され て いな い 。 

また 、 属 格 語尾 の -a1/-e1 (子音 字 n で 終わ る 語幹 に 付く ) も 、JIyscanm6ammam [1975]、 
サン ボー ドル ジ ・ 橋 本 [2005] に 記載 は な い 。 
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(2)「 ト ド 文 字 一 百 条 」 に お ける 動詞 の 時 制 語尾 の 種類 と 形 は 次 の と お り で ある 。 


表 2. 「 ト ド 文 字 一 百 条 」 に お ける 動詞 の 時 制 語 
例 (出現 位置) 


suYsba 
1resbe 


neme=J1 


sna/=ne(=ne) 


sna1/=nei 


SaXa=Ia 


de=sne 
er1=ne 
SUTsna] 
qe=ne1 


=THa 


Yarsnam 


学ん で いる 
と 言う 


| 時 す 


過去 形 語尾 の ji(/:e1) は 、 後 述 の 副 動詞 の 並列 形 の 語尾 (1/=@①) と 同形 で あり 、 ど ちと 


か は 文 脈 に よっ て 判断 する 必要 が ある 。 


現在 ・ 未 来 形 に は 3 種類 の 語尾 が 用 いら れ て いる が 、 最 も 多い の は 、w/mh(=nai/:ne1) 
で あり 、 WV/r(na/ne) は 比較 的 少な い 。 (ne) お よび wW (=nam) の 例 は 、 それ ぞ れ 表 に ある 


1 例 だ け で ある 。 


(3)「 ト ド 文 字 一 百 条 」 に お ける 動詞 の 形 動詞 形 語尾 の 種類 と 形 は 次 の と お り で ある 。 


表 3. 「 ト ド 文 字 一 百 条 」 に お ける 形 動詞 語 


. 
ulgl 


例 (出現 位置 ) 


意味 


=san/=sen/=su[n] 


| www | 


YarsSan (4a7) 
medessen (6a9) 
SuY=SUXn1 (3b3) 


出 た 
知っ た 
学ん だ こと は 


bo]=usqsan (1b2) 
ImedesqSen (1a3) 
SUT=XU 
bieiki 


な っ た 
知っ た 


学ぶ 
書く 


=XU/=ki 
=dC1 


de=qC1 


て と 言う の は 


kelesdeq 


ー と 言う 


形 動詞 完了 形 に は 、w/e (=san/:sen) 、wiw /meV (=qsan/ =qsen) と いう 2 種類 の 語尾 が 


用 いら れ て いる が 、 両 者 に 何ら か の 使い 分 け の 条件 や 規則 が ある か どう か は 不明 で ある 。 
それ ら の うち 、dw / WV(=san/=sen) は 、JIymcan6amman [1975 : 56-58]、 サ ン ボ ー ド ル ジ ・ 
橋本 [2005 : 170-172]、 他 図 [2008 : 849] に は 記載 され て いな い 。 

完了 形 の su[n] は 、surssu*ni(3b3) と surassu*ni(6a3) に の み 見 られ る 。 こ れ ら を 完了 


の 形 動詞 語尾 =sun に 第 3 人 称 の 所 属 を 表す ni が 接続 し て 、 語 末 の 子音 字 n が 脱落 し た 
も の と みな し た 。 


に 
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(4)「 ト ド 文 字 一 百 条 」 に お ける 動詞 の 副 動 詞 形 語尾 の 種類 と 形 は 次 の と お り で ある 。 


表 4. 「 ト ド 文 字 一 百 条 」 に お ける 副 動 詞 語 

語尾 例 (出現 位 ) 意味 
sanasxu]1a (1b5) 考え る な ら ば 
teyiskG1e (4b9) それ な ら 
SanasXana 思え ば 
SuYsXUna 学ぶ な ら ば 
kele:kune 言 ら て も 
xayirla=xuni 慈 し な な ら 
eejilkdni 暗唱 さき せれ ば 
ungsisbala 読む な ら 
kelelcesbele 話せ ば 
bay1stala 


stala/=to1 
Mi bo1=to1o 
yayaba Cu 


sba Cu/=boCu 
/ bol=boCu 


sonos=ba Cigi (3a1) 
kelesbe Gigi (2b10) 言っ て も 
SuYsSaY (1a3) 学ん で 
eejilesser (6a4) 嗜 記 し て 
SuYsad (3b1) 
bol=od (1b5) 
t6r=6d (1a1) 

(5a3) 

(6b1) 


=Xula/=kdle 


sxana/=xuna/=kune 


=Xun1/=kiini 


sbala/=bele 


どう し て も 
な っ て も 
聞こ えて も 


sba Cig1/=be 6igi 


ssSaT/=seT 


undgS1=Xa] 
UndS1=Xa 
Qjeske 


読み に 
読み に 


会 い に 


表 に 見 る よう に 、「 ト ド 文 字 一 百 条 」 に は 、 仮定 の 副 動 詞 語 尾 の 種類 が 多い 。 こ れ ら の う 
ち 、ww (=xana) 、we / @⑯0 (=xuni/=kni) と いう 語尾 は 、JIymcam6amman [1975 : 56-58]、 
サン ボー ドル ジ ・ 橋 本 [2005 : 170-172]、 信 較 [20038 : 349] な ど に は 見 ちら れ な い 。 例 : 

Tew amursxana「 休 ん で も 」(3a3) Ymmww sanasxana 「 思 えば 」(5a8) 

Twor) xayirlasxuni 「 惹 し な な ら 」(4b2) で Nk@ パ ) kelekini 「 話 せ ば 」(5a2) 

仮定 の 副 動詞 語尾 wst/@ (=xuni/=kini) は 、 形 動詞 語尾 麗 / @ (=sxu/:ki) に 第 8 人 称 所 
属 の 0 (ni) が 付い た 形 と 同じ で ある 。 い ずれ か は 、 文 脈 に よっ て 判断 する 必要 が ある 。 

原文 で 、 副 動 詞 仮定 形 の 語尾 wwwV (=xu1a) 、 www (=xuna) を WV (=ba1a) に 書き 直し た と 見 ら 
れる も の が いく つか ある (1a4。1b6, 3a9。4a5。4a8。4b1)。 そ れ ら は 注釈 で 指摘 し た 。 
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5. 「 ト ド 文 字 一 百 条 」 の ロー マ 宇 転写 お よび 日 本 語 訳 ・ 注 航 

ここ で は 、「 ト ド 文 字 一 百 条 」 の 影 印 と 、 頁 ・ 行 ご と に 対応 し た オイ ラー ト 文 語 の ロー マ 
字 転 写 、 日 本 語 訳 を 原文 と 見 開き 対照 の 形 で 示し 、 簡 単 な 注 を 付す 。 以 下 、 文 献 釧 は 、『tanggu 
meyen (一 百 条 )』 を TM、『 三 合 語録 』 を 『 語 録 』、『 初 学 指南 』 を 『 初 学 』 と 略称 する 。 
①) 図 版 に つい て 

「 ト ドド 文 字 一 百 条 」 に 丁 付け は 無い が 、1a (第 1 丁 表 ) 一 6b (第 6 丁 裏 ) の 番号 を 振 

り 、 頁 の 上 部 に それ ぞ れ の 行 に 対応 する 行 番号 を 付 し た 。 
(⑫) ローマ字 転写 テキ スト に つい て 

1 ロー マ 字 転写 方 式 は サン ボー ドル ジ ・ 橋 本 [2005] に よる が 、 以 下 の よ うな 補助 記号 

を 付 し た 。 

「=」 (イコール ) : 動詞 語幹 と 活用 語尾 と の 境界 。 

+」( プ ラス ) : 名 詞 類 の 語幹 と 連 綴 さ れる 曲 用 語尾 と の 境界 。 
「-」 (ハイフン) : 名 詞 類 の 語幹 と 分 綴 さ れる 曲 用 語尾 と の 境界 。 
「*」 (アス テリ スク ) : 連 綴 され る 単語 間 の 境界 。 

「!」: (感嘆 符 ) 「 原 文 の まま 」 の 意味 。 

2)<?> は す 、< ァ > 人 は で で 転写 する 。 ま た fm ( 満 洲 ) の 』 は j】' と 転写 する 。 

8) 旬 読点 は 四 点 と 二 点 の 2 種類 ある 。 四 点 は 各 話 ( 条 ) の 最後 に 連 か れ 、 そ れ 以 外 は す 
べ て 同じ 記 二 ( 二 点 ) で ある 。 本稿 で は 四 点 を 「::」( コ ロン 2 個 ) と し た が 、 二 点 に 
関し て は 文末 は 「.」( ピ リオ ド ) に 、 句 の 切れ 目 は 「,」( コ ンマ ) に し た 。 

4 紙 の 破損 や 汚れ 等 に より 判読 困難 な 箇所 は [ ] (カギ カッ コ ) に 入れ た 。 カ ッ コ に は 
推定 され る 形式 を 補っ た が 、 不 明 の 場合 は [..] の よう に し た 。 

(3) 日 本 語 訳 に つい て 

1) 個 々 の 会 話 は 「 」 で くく っ た 。 会 話 中 に 引用 され る 別 の 会 話 は 『 』 に 入れ た 。 

2) 語 名 の 解 息 に は 、TM、『 語 録 』、『 初 学 』 の 満 洲 語 お よび モン ゴル 語 訳 を 参考 に し た 。 
(④) 注 税 に つい て 

1) 頁 ご と に ロー マ 字 転写 と 訳 の 注 を 付 し た 。 注 は 、 出 現 位 置 と 該当 の ロー マ 宇 転写 形 を 
示し 、 説 明 を 付 し た 。 

2) 注 に お ける TM の 満 洲 語 、『 語 録 』 と 『 初 学 』 の 満 洲 文字 表記 モン ゴル 語 の ロー マ 宇 転 
写 は 、Mollendor [1892] 方 世に よる 。 ま た 、 モ ンジ ゴル 文語 の ロー マ 宇 転写 は 栗林 ・ 
呼 日 勤 巴 特 拓 [2006] の 方 式 に よる 。 

3 滴 洲 文字 表記 モン ゴル 語 の ロー マ 宇 転写 で 用 いる 補助 記号 (「=」、「+」、「-」) は 、 オ イ 
ラー ト 文 語 の ロー マ 宇 転写 の 場合 と 同じ で ある 。 
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【 第 1 話 】(TM の 第 51 話 、『 語 録 』『 初 学 』 の 第 4 話 ) 


1 


10 


kimuin ge=ji yertunCii-dU tor=s6d。 yeke erkin kereq Cini sursxuyi+gi 
| 人 と し て 世の中 に 生ま れ て 、 と て も 大 事 な こと は 学ぶ こと を 


erkin bolyosji. biCiq ungsi=xu ni Coxom jurum JUy1+g1 medeskU tula baxa. 
大 切 に し た 。 書物 を 読 や こと は と り わ け 義 理 を 知る た めで ある 。 
surssaT Jurum Juyi+gi todo medeqsen X0y1n0。 ger+te bol=xuna。 eC1ge 
学ん で 義 理 を 明らか に 知っ た 後に は 、 家 に あっ て は 、 父 

eke-y1in Jaxa+du ailasj1 CidasXu。 tiSime] susbala,。 ulus tOrO+di 

母 の 傍 で 孝行 する こと が で き 、 官 更 に なれ ば 国家 に 

kiCi bari=ji eidasxu tula。xamuq kereq Jayantdan bitine b1S1H. odo bol=boCu。 
力 を 尽く すこ と が で きる の で 、 す べ て の こと が 自ずから 成就 する で は な いか 。 今 で も 、 
iner surssar Cidaburttai holsxuna。ali yajar ku[.. xoyin]o。 kmiin kindnl=ki 
本 当 に 学ん で 寺 徳 を 持て ば 、 どん な 所 に 至っ た ( 後 も )、 人 が 尊敬 する 
tOddi bisi。 beye yabu=xu-du Xxor Sor baxa. Jarim ulus DiC1iq undgSi=Xu 
だ け で な く 、 自 ら の 行い に お いて も 遇 然 と し て いる の だ 。 あ る 人 た ち は 書 物 を 読ま 
ide1。yabudal+1 JasasXu uge1 bol=od。 xarin Yuldurisji bildOuCilesji yabusxu+yigi 
ず 、 行い を 修め ず に 、 色 っ て 窒 か に 企み 如 び へ つら っ て 行く こと を 
tengketei qessen. tere sanan-dun1 you bolsusya gesku+y1g1 medesku bi1si. bi iner 


才能 が ある と いう 。 そ の 考え で 何 に 成 ろ うと いう の か 分 か ら な い 。 私 は 本 当 に 


toOun+1i tula 1Cesne1 haxa. ene Jerge ulus。 beye yutusxu yabudal ebderski 
そう いう 人 の た め に 恥じ る の だ 。 そ の 類 の 人 達 は 身 を 辱め 、 行い を 損なう 


1a1 geji : 語尾 を 書き 換え た 跡 が ある 。『 語 録 』 に は gekci、『 初 学 』 に は geji と ある 。 
1a2 baxa : この 語 は 、1a7。1a10。1b1, 2b9。3a9, 3b2 と 都合 7 回 直 れ る 。 文 未 語気 詞 と 


し て 確認 を 表し て いる 。1a10, 1b1, 2D9 で は 、TM の 満 洲 語 の kai「 て だ ぞ 」 に 対応 し 
て いる 。baxana(2a7。5b5) も 同類 の 語 と 見 な すこ と が で きる 。 


1a4 sushala : 語尾 を 書き 換え た 基 が ある 。 元 の 字形 は =xula に 見 える 。『 語 録 』 に は 対応 


する 語 が な く 、『 初 学 』 に は saobala と ある 。 


1a6 ki[... xoyinlo : 『 語 録 』 に は kursun hoino、『 初 学 』 に は kurssen hoino と ある 。 
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図 5. トド 文字 一 百 条 (1b) 
1 2 3 4 
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1b 
1 t6dui bisi。tOun+i ecige eke Ci bolsba。 mun kumun-dd xaraqdasxu baxa. 
だ け で な く 、 役 の 父 母 さえ も 、 同様 に 人 に 思 ら れる の だ 。 


2 abaya1i Gi Juger sanaj1 je=. ecige eke-yin acC1i。 KGdbOGn bolusqsan kumin, 
見 上 、 あな た は た だ 考え て 見 な さい 。 父母 の 皿 は 子 と な っ た 人 が 


3 tmen-dU nigente xariulaj1i Cidanu. Onggu neme=j1 geyigulji ese Cidabala 
万 に 一 度 も 報い る こと が で きよ うか 。 面目 を 増し 輝 か せ る こと が で き な く て も 


4 biyiq. xarin kdGmun-dG xaralyasxu+du kursbele, tere Cin1 idelek( iqe1 
よい 。 鹿 っ て 人 に 還 ら れる こと に 至れ ば 、 それ は 見 込み が な い 


5 ni yamar youma bolsxu bui. Oun+1 kinasj1i sanasxula kumun bol=od。biCiq ungs1i=xu 
の は 仕方 が な い 。 これ を 仔細 に 考え る な ら ば 、 人 と し て 書物 を 読ま 


6 igei bol=bala bol=nu. yabudal+i erkin bolYosxu ge1 bol[=xu]1a bols[nlu :: . 
な いで いい の か 。 行 い を 大 切 に し な いで いい の が か 。」 


【 第 2 話 】(TM の 第 3 話 、『 語 録 』『 初 学 』 の 第 5 話 ) 


7 abaya1i Gi 6dir bur1 G+ger yabu=xutdan。Cuq Xaran od=nai 。 biCiq 
「 見 上 あな た は 毎日 ここ を 通る の は いつ も どこ へ 行く の か 。」「 本 を 


8 sursxXa1 odsna1. manj'u biCiq sursC1 bay1nu. miun. od0 yamar jerge biciq 
学び に 行く の だ 。」「 満 洲 語 の 本 を 学ん で いる の か 。」「 そ うだ 。」「 今 どの よう な 本 を 


9 jlyasji bayi=nai. OboOr0 bieiq Ugei. YaqCa mun od0 kereqleskU baya saya 


教わっ て いる の か 。」「 他 の 本 は な い 。 た だ ちょ うど 今 使う 少し ば か り の 
10 dge. basa manj'u gen+1 sursxu Jorilya tobCi+yin biCiq Dayina1i. tan+du 
言葉 だ 。 ま た 、『 清 文 指 要 』 の 本 だ 。」 「 あ な た 達 に 


1b1 xaraqdasxu : 4 行 目 の xaralYasxu+du と 動詞 の 語幹 は 同じ で ある が 二 つ 目 の 母音 に 長 
音符 号 が な い 。 補助 符 号 が 不 注意 で 脱落 し た も の か 。 

1b4 buyiq : 意味 不明 。『 語 録 』 に は boidza、『 初 学 』 に は buije と ある 。 

1b6 bol=bala : 語尾 を 書き 換え た 跡 が ある 。 元 の 字形 は =xuna に 見 える 。『 語 録 』 に は 、 
bol=huna と あり 、『 初 学 』 に は 対応 する 語 が な い 。 

1b6 bol[xu]1a& bo1=[n]u: 『 語 録 』 に は bol:hula bol=noo、『 初 学 』 に は bo]:bala bol=noc 
と ある 。 

1b7 で uq :『 語 録 』 に は cuk、『 初 学 』 に は cum と ある 。 オ イラ ー ト 語 の 意味 は 「 す べ て 」。 

1b10 manj'u igen+i sursxu jorilya tobei+yin bieiq : 『 語 録 』 の 漢語 に は 「 百 條 清 語 」、 
『 初 学 』 の 漢語 に は 「 清 文 指 要 」 と ある 。 本 の 燃 釧 と し て 訳 し た 。 


『tanggn meyen (一 百人 条 )』 の オイ ラー ト 文 語 訳 に つい て 


図 6. トド 文字 一 百 条 (2a) 
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darumal q JalyaJ1 bayi=nu. od0 6dGr axur。 jiq bieisku eola 
構 書 を 教え て いる か 。」「 今 は 日 が 短い 。 宇 を 書く 暇 が 


uge1. OUn+esu GOdir urtu bolsusqsan xoyino。 iiq biCiulguser Xarin 
な い 。 これから 日 が 長く な っ た 後 で 、 字 を 書か せる だ け で な く 、 な お 
OrCiul= gesne1 b1S1i. abaya1i bi biCiq ungsisxu tula。Gner toloyoi erdisji 
客 訳 し ろ と 言う で は な いか 。」「 兄 上 、 私 は 本 を 読む た め に 、 実際 頭 が 回 っ て 
xa erissen ge1. man+a1 ene oyiro tor1n。 yerU mani'u suryuul1 uge1. 
どこ を 探し て な い 。 私 た ちの この 付近 に は 、 全然 満 洲 語 の 学校 が な い 。 
sanabala Cin1 suYsXu YaJara you kelekt bui. kejiya bolbocu。 bi basa 
思え ば 、 あな た が 学ぶ と ころ は 何と いう の か 。 いつ が か 、 私 も 
biCiq ungSisxa1 od=na1. min1 tula baxan med6[ilsji] [bo]1snu. abayai Gi 


本 を 読み に 行く 。 私 の た め に 少し 知ら せる こと は で きる か 。」「 兄 上 、 あ な た は 


man+ai Jalyassan KUmdty1gi ken gesne1i. baqsi gesnU.b1S1 baxana.min1 nige tOr61+iy1i 
私 た ちの 教え て 貰っ て いる 人 を 誰 だ と 言う か 。 先 生 と 言う か 。 違 う の だ 。 私 の 親戚 の 


aXd . Jalyasxu ene ulus。 Cuq man+a1 nige toOrOl+iyin kked d6Q+neT。 
年 瑠 の 人 だ 。 教 えて 貰う この 人 た ち は 皆 私 た ちの 一 族 の 子弟 た ち だ 。 
basa uruq eliken。 tong ObOrO ulus gei. you ge=kine, min1 axXa 0diir 


また 親戚 た ち で 、 全然 他 の 人 は いな い 。 な ぜ か と 言え ば 、 そ の 年 間 の 人 は 毎日 


biri yamalasnai. Colo jabduxu ugei. man+a1 ulus Or6un asYun ayi+yi*ni 
役所 に 勤め て いる 。 忠 が な い 。 私 た ち は 朝 に 晩 に 都合 を 


2a2 bieiulgdser : TM と 『 語 録 』 の 満 洲 語 に は arabumbi sere anggala「 書 か せる だ け で 


な く 」 と ある 。2b8 biralkuser を 参照 。 


2a3 toloyoi ergiji : TM の 満 洲 語 は uju si1gime「 頭 を 突っ 込ん で 」 と ある 。「 頭 が 回 っ 


て 三 見 回 し て 」 の 意 か 。 


2a4 xa erissen 0Qge1i : TM の 満 洲 語 に は aibide baihanahakuh と あり 、 浦 ・ 伊 東 [1957 : 


96] は 「 捜 し 求め な か っ た (所 は な い )」 と 補っ て 訳し て いる 。「 ど こ を 探さ な か っ た 
(か ) 三 す べ て 探し た 」 の 意 か 。 


2a5 kejiya : この 綴り は 母音 調和 に 合わ な い 。 

2a6 medo[dl=ji] [bo]1nu : 『 放 録 』 と 『 初 学 』 に は medeo1=ji bolsnoo と ある 。 
2a7 baxana : 5b5 の 注 を 参照 。 

2a8 ene: 『 語 録 』 と 『 初 学 』 に は ele と ある 。 

2a8 Cuq : 書き 換え た 跡 が ある 。『 語 録 』 に は cuk、『 初 学 』 に は cum と ある 。 


= 一 


言 訳 に つい で 


計 
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『tanggn meyen (一 百人 条 )』 の オイ ラー ト 文 


トド 文字 一 百 条 (2b) 
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jesj1 odsxu tula。 arya yad=ad Colo arYaCasji man+iy1d1 SurYasna1. D1Si 
見 て 行く の で 、 どう に か 暇 を や りく り し て 私 た ち に 教え て いる 。 そ う で 


bolsxuna abaya1 bieiq ungSisxa odsu=ya gedC1*n1。sayin kereq buyija. Cini tula 
な けれ ば 、 兄 上 が 書物 を 読み に 行こ うと 言う りこ と は いい こと だ ろう 。 あ な た の 為 に 
baxan kelekune, nada basa youn xorto1i bu1 :: . :: 
少し 言っ て も 私 に また 何 の 害 が あろ うか 。」 

第 3 話 】 (TM の 第 90 話 、『 語 録 』『 初 学 』 の 第 6 話 ) 
ene OrOun teden+e1 biCiq Cejilkin1。 niqge nigen+esiu tiUke1i. tede=Ji 
「 今 朝 彼ら の 本 を 暗唱 させ れ ば 、 一 人 一 人 が 未熟 だ 。 つ か えて 
keleJi CidasXu ugei。daq 9e=Ji Joqso1Casna1, tQOun-di bi tir bay1ja. 
話す こと が で きず に 、 呆然 と 立ち 尽く し て いる 。 そ こ で 私 は 『 ち ょ っ と 待て 。 
min1 ge+yig1 sonos=. ta manj'u bieig+1 ungsisbala。t[edi nlige sanatyar 
私 の 言葉 を 聞け 。 あな た 達 が 満 洲 語 の 本 を 読む な ら 、 た だ ちら に 一 生 懸 命 
suryasnai. ene butur*t6 ki=j1  xoyis[..]n nere abusbala。kejiye eki ti 
教え る 。 この よう に 数 を 揃え て 虚 名 を 取る な ら 、 い つ 頭 が 
Yarsna1. Uner ta 6dGr sara+y1g1 talar btridlkuser b1 で 1 talar KUC1 YaYsnam 


出る か 。 実際 あな た 達 が 月 日 を 無駄 に 送る だ け で な く 、 私 も 無駄 に 力 を 出す 


baxa. ese gekune tan+1 beye+yiqgi ta satasba ge=n. ese ge=kune bi tan+1 satulsba 
こと に な る 。 そ う で な けれ ば 、 貴 方 達 の 身 を 貴方 達 が 妨げ た と いう の か 。 そ う で な け 
れ ば 私 が あな た 達 を 妨げ た 


ge=nU. idersissen yeke ere bolsod。 kele=be Cig1 Gingnasxu uge1. Cik1n-diu 
と いう の か 。 成 年 し た 大 人 の 男 に な っ て 、 言 っ て も 聞か な い 。 耳 に 


2b4 bieiq eejil=kdni : TM の 満 洲 語 に bithe be sejilebuci「 本 を 吐 唱 させ れ ば 」 と あ 
り 、 訳 は それ に 合わ せ た 。 

2b6 t[edu n]ige : 『 語 録 』 と 『 初 学 』」 に は tedd nige と ある 。tedi に 対応 する モン ゴル 
文語 形 は tedn「 即 刻 , 立 即 」(《 蒙 況 司 典 》 [1999 : 1046]) で ある 。 

2b7 butur*to : bitur は 、 満 洲 語 の gese「ー の よう な 」 に 対応 し て いる 。t6 は 前 の 単語 に 
繋が っ て いる が 、『 語 録 』 と 『 初 学 』 で は 離し て 書か れ て いる 。 

2b7 xoyis[..]n : 『 語 録 』 と 『 初 学 』 に は hoosun「 空 」 と ある 。 

2b8 birilkiser : TM の 満 洲 語 に は manabuha sere anggala「 無 駄 に 送る だ け で な く 」 と 
ある 。bieiulgiuser(2a2) は 同様 の 構造 を も つと 考え られ る 。 


ーー 
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sonossba と iqg1 sanan-du toqt0=xu 0qgei. nUUr tani dan dujir biS1u. 
聞こ えて も 心 に 停め な い 。 上 顔 は (あな た 達 の ) と て も 硬く (厚く) な いか 。 


mini ene Yasoun Ugeryig1i。ta bitige1i yar1q ge. bitiuge1i seb erine ge. odo 
私 の この 苦い 言葉 を あな た 達 は うる さい と 言う な 。 あ ら 捜 し を する と 言う な 。 今 
C1 bolsba。min1i beye alba xasji ldessen Colo+dur baxan amursxana yOUn 


で も 私 は 役所 に 勤め て 残っ た 暇 に 少し 休ん で も 何 が 


bi. bayin bayin tan-tai eyigesj1i tegesj1 kelelee=ji you kenei[!] . min ki tGr61 
ある (悪い こと は な い )。 し ば し ば あな た 達 と あれ これ 話 を し て 何 に な る か 。 や は り 親 


ayimaq tula。tan+1 sayiJirstuYai Kimun bol=tuya1 ge=kU sanan b1siu. bi odo arYa 
戚 だ か ら 、 あ な た 達 が 良く な れ 、 一 人 前 に な れ と いう 思い で は な いか 。 私 は 今 策 が 
yadaba. bi dang sayitur tan+iy1ig1 JaJ1 min1i xubi+y1in kereq tuSasx+asu b1S1i, 


尽き た 。 私 は た だ よく あな た 達 を 教え て 私 の 自分 の 仕事 を 果たす だ け で 、 


SOn0S=XU Uli son0S=xu n1 tan+i dur+ar bol=uya. hama+y1g1 yaYasya dene1 :: .:i 


聞く 聞か な い は 貴方 達 の 好き に 任せ よう 。 私 を どう し よう と いう か 。』』 


【 第 4 話 】(TM の 第 39 話 、『 語 録 』『 初 学 』 の 第 7 話 ) 
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Gi kitad biCiq Cidasxu kumin biS1U. orCiulsxu+yig1 sursbala。tong 
「 あ な た は 漢文 が で きる 人 で は な いか 。 知 訳 を 学べ ば と て も 
kimda baxa. yeru sana kiCe=Ji tasural 0ge1 Jerge-ber sursxu bol=bala xoyar 


科 単 だ 。 た だ 一 生 懸 命 に 中 断 せ ず 続け て 学ぶ な ら 、 


YUrban jil+iy1n xoron-du。Jjayan+dan sayiJirasxu youman. kerbe nige 6dur 
三 年 の 間 に お の ず か ら 上 達する も の だ 。 も し も 日 


3a1 dujir : TM の 満 洲 語 は silemin「 曽 入力 の ある 」 で ある 。 こ れ に 対応 する モン ゴル 文 


語形 は d6jir「 有 耐力 的 」(《 蒙 況 語 典 》 [1999 : 1209]) で ある 。 


3a2 erisne : 現在 ・ 未 来 時 制 形 の 語尾 で 母音 が 長い の は 、 こ の 1 例 の み 。 
3a4 you kesnei[!] : you genei 「 何 を 言う か 」 ま た は 、you kine1i「 何 を する か 」 の 誤 。 


『 語 録 』 に は yeo genei、『 初 学 』 に は yeokisna と ある 。 


3a9 bolshala : 語尾 を 書き 換え た 跡 が ある 。 元 の 字形 は bolsxula に 見 える 。 『 語 録 』 と 『 初 


学 』 に は bolshula と ある 。 


= 提議 紀 


『tanggn meyen (一 百 条 )』 の オイ ラー ト 文 語 訳 に つい て 


トド 文字 一 百 条 (3b) 
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suYsad。xX0y0Y 6dOr [6nji=]bele。 darui xorin ji] bieiq ungsi=ba eu 
学ん で 二 日 過ごせ ば すなわち 二 十 年 本 を 読ん で も 、 


mun talar baxa。 abaya1 min1 orCiulsusqsan+1 jesji。baxan Jasasj1 xayirla:. 
や は り 無 駄 な の だ 。」「 兄 上 私 の 翻訳 し た も の を 見 て 少し 直し て くだ さい 。」 


in] surssu*ni yeke nemeJi. ge bur1 ayitai Jiq buri todo. biCixan 
「 あ な た の 学ん だ こと は 多く 増え た 。 語 は みな 流 輸 で 文字 は みな 明瞭 だ 。 少 し 


Ci yaba udgei. Silyasj1 jebele, bar1i=sar orosxu youman. Ene 
も 欠点 が な い 。 受験 し て みれ ば 、 すぐ 受かる は ず だ 。 今 


uda bi[Ciye]C1i Silyaxu-du。nere yabuul=bu dgey1i*yi. Si1yasji bolultai 
回 、 筆 帖 式 の 試験 に 名 前 を 提出 し た か し て な いか 。」「 受 験 する こと が で きる 


bol=bala。 neng sayin youman sanji. yaqCa bieig+iyin Su[sa]1 y[aya=ji] bo]=xu bui . 


な ら 非常 に よい こと だ ろう に 。 た だ 、 文秀 才 は どら し て で きる か 。」 
ene Cin1 xan+asu YaYssan XOu]1。 c1n1 adali nayiman XoS1un+1 Susai 
「 そ れ は どこ か ら 出 た _ きま りか 。 あ な た と 同じ 八 旗 の 秀才 は 


COm Silyaji bolxu bayistala。 imaryigi yajar[ 中 $11Yuulasxu gei yosu 
皆 受験 する こと が で きる の に 、 あな た を 一 人 だ け 受 験 させ な い 道理 が 


bay1=nu. tere Ci bayi=tuyai。Jurum-tu suryal+iyin kdiked COm bolxu 
ある か 。 それ だ け で は な く 、 義 学 の 子弟 た ち が 皆 大 丈夫 


bols6d。Susai-g1 you kelesku bui. silyasji bol=xu tula。Gini dOU 
な の に 、 秀 才 は 言う まで も な い 。 受験 で きる の で 、 あな た の 弟 は 


3b1 [6njis]bele: 『 語 録 』 に は onjisbala、『 初 学 』 に は unjibala と ある 。 語 尾 が 女性 母 


音 で あり 、9njisbele と 推定 され る 。 


3b3 surssu*n1 : TM の 満 洲 語 に は tacihangge「 学 ん だ こと (は )」 と ある 。 
3b4 baryissar : TM の 満 洲 語 に は seferehei と ある 。 bari=, sefere- の 原義 は いずれ も 「 掴 


む 」 で ある が 、 こ の 形 で 「 す ぐに 」 の 意味 を 表す 。( 注 16) 


3b5 bi[eiye]ei : 『 語 録 』 と 『 初 学 』 に は biciyeci と ある 。 
3b6 biceig+iyin su[sa]i : 『 語 録 』 と 『 初 学 』」 に は susai と ある 。TM と 『 語 録 』 の 満 沙 


主 は bithe1 susai と あり 、 対 応 す る 漢語 は 『 語 録 』 で は 「 文 秀才 」、『 初 学 』 で は 「 文 
生 員 」 と ある 。 


3b6 y[ayaji] : 『 庄 録 』 に は yaga=ji、『 初 学 』 に は yasji と ある 。 
3b8 yajar[!] :『 語 録 』 と 『 初 学 』 に は gancar と ある 。 文脈 上 の 意味 か ら YanCar の 誤記 


と 推定 され る 。 
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ene XOYOh-du saya Sardasji manj'u Dieiq jalYaJ1 bayi=nai . xurdun 


この 間 よう や く 急 が せ て 満 洲 語 の 書物 を 教わっ て いる 。 は や く 
nere yabuul=. ag+]1 bitiqge1 aldas :: .。:: 


名 前 を 提出 し な さい 。 時機 を 失う な 。」 


【 第 5 話 】(TM の 第 1 話 、『 語 録 』『 初 学 』 の 第 1 話 ) 


3 


10 


SOn0S=Xuna C1 od0 manj'u bieiq sursnai ge=ne1 masi sayin. manj'u 
「 聞 け ば 、 あな た は 今 満 洲 語 の 書 を 学ん で いる そう な 。 と て も よい 。 満 洲 


ige gesqC1。 bidan+1 eng terigUun erkin kereq. darui kitad+iyin Sr 6r+on 


語 と いう の は 、 我 々 の 第 一 に 大 切な こと だ 。 す な わ ち 漢 の 各々 の 
gajar+iyin Uqe adali. ese Cidasbala bolnu. teyim1i b1si bolsxuna youn 
士 地 の 言葉 と 同じ で 、 で き な け れ ば な ら な い 。」「 そ う で な く て 何 

bi . bi arban 1 ji160 kitad biCiq sursba. od6 bol=tolo 


だ (その 通り だ )。 私 は 十 年 以上 漢文 の 書 を 学ん だ 。 今 に な る まで 


tong eki toloyo1 Yarssan [igei.] kerjbe basa manj'u bieiq ungs1=xu 
企 給 頭 が 出 な か っ た 。 も し また 満 洲 語 の 書物 を 読ま 


uge1 。 oOYC1ulsxu 0dge1 sursxu Mge1 bolsbala,。xoyor tala COm satusxu- 
な い 、 翻 訳し な い 、 学ば な いな ら 、 両方 と も 皆 立ち 遅れ る こと 


du kursnei. jim+iyin tula。 bi nigen-di bol=xuna。abayayi+tg1 Jeke ire=be. 
に な る 。 この よう な 訳 で 、 私 は ひと つ に は 、 見 上 に 会 い に 来 た 。 


JiC1 basa Obugun ax+asu Yuyi=xu yaJar bayisnai. yeru ama nesku-di keeoi. 
さら に また 者 見 に お 願い し た いこ と が ある 。 た だ 口 を 開き (言い ) に くい 。」 


4a5 Cidasbala : 語尾 を 書き 換え た 跡 が ある 。 元 の 字形 は eidaxula に 見 える 。 『 語 録 』 に 


は cidashula、『 初 学 』 に は cidabala と ある 。 


4a7 eki toloyoi yars : 「 頭 が 出る 」 は 「 も の に な る 」 の 意 。 
4a7 [ugei.] : 『 語 録 』 と 『 初 学 』 に は ugei と ある 。 
4a8 holsbala : 語尾 を 書き 換え た 跡 が ある 。 元 の 字形 は bol=xxuna に 見 える 。『 語 録 』 に は 


bolshuna、『 初 学 』 に は polbala と ある 。 


ー 机 5 一 


『tanggn meyen (一 百 条 )』 の オイ ラー- ト 文語 訳 に つい て 
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6un-dO youn bi. uge bayisbala darui kele=. min1 Cidaxu kereq bol=xuna。 
「 そ ん な こと は な い 。 話 が あれ ば 直ちに 言い な さい 。 私 の で きる こと な ら 、 


Cimatdu bi basa erele:ni. min1 yuy1sXu*n1 abaya1 xayirlasXxun1i Jobonai 
あな た に 対し て 私 も 遠慮 し よう か 。」「 私 の 願い は 兄 上 が 慈 し な な ら 、 面倒 で 


ge=Ji yagasnai. Cola Cola ker kedin angg1 manj'u ge jokisyad。nada 

も 仕方 が な い 、 暇 な 折 に 何 答 か の 満 洲 語 作っ て 、 私 に 
ungsiulsxu bolbuu. dOU bi ol: 本 kimin bolsbo gem, Cuq abayai-in k1S1idq 
読ま せ て も ら え な いか 。 弟 の 私 が 一 人 前 に な る こと が で きれ ば 、 す べ て 見 上 の お 蘭 
b1S1iiu。 yaYasba Cu aei+yiq1 martasXu Uge1i. erke ugei kGndi-d xariul=ya. 
で は な いか 。 決し て ご 恩 を 忘れ ず 、 必ず 厚く 報い まし ょ う 。」 
youn-du jiy1ge=j1 kelesnei. yeri bisi ulus*yu. YadCa Cin] 

「 何 で その よう に 言う の か 。 あ な た は 全く 他人 か 。 た だ あな た の 
suYsXU DUdey1+g1 kelesku buy1ija. sursya gesbe*dgem。 b1 jalbari=ji Cima+ytgi 
学ば な い の を 言う の だ ろう 。 学 ぼ うと 言う か ら に は 、 私 は た だ あな た が 


kbmin bol=tuya1 gesne D1S1iiu. xariulsya qeqc1 yamar ge. bidan+i dotoro 
一 人 前 に な れ と 言う の で は な いか 。 報 いよ うと 言う の は 何たる 言葉 か 。 私 た ちの 間 で 


kele=ji bol=nu. teyi=kU1e。 bi suqlej1 SUtUEqser baras1i gei. yeru 
言っ て いい こと か 。」「 そ れ な ら 、 私 は 頼り に し 時 般 し て 尽き な い 。 7 志 半 
milrgusser tala OkukU Di1s1。 you kikU D1 :: 。:: 


叩 頭 し て 感謝 する より 他 に 何 が で きよ うか 。」 


4b1 bayibala : 書き 換え た 跡 が ある 。『 語 録 』 に は baihana、『 初 学 』 に baisbala と ある 。 

4b2 xayirlasxun1 : 語尾 の 綴り は 形 動 市 語尾 =xu に 第 3 人 称 所 属 を 表す ni が 付い た 綴 り 
と 同じ で ある が 、TM の 満 洲 語 で は gosici「 慈 し か な ら 」 と 、 仮 定 副 動詞 語尾 c1 が 付 
いて いる こと か ら 、s=xuni は 仮定 凡 動 詞 語 尾 と 考 えら れる 。 

4b4 bolsbo gem : TM の 満 洲 語 で は bahafi huwasaci「 成 就 す る こと が で きれ ば 」 と 、 条 
件 形 に な っ て いる 。 4b7 の gesbe*gem も 連 綴 され て いる が 同じ 構造 の 形式 で ある 。 

4b4 abayai-[yi]n :『 語 録 』 と 『 初 学 』 に は abagai-yen と ある 。 


4b6 [yaqlea : 語録 』 と 『 初 学 』 に は gakca と ある 。 
4b10 tala 6kiki : TM の 満 洲 語 は baniha bure「 感 謝 し : 礼 を 言い 」 と ある 。S6kiki の 二 


番目 の ki は 書き 換え た 跡 が あり 、 そ の k の 宇 形 も 他 の 箇所 と 異な る 。『 語 録 』 に は tala 
ukusu、『 初 学 』 に は ta]a ukhuwas と ある 。 
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『tanggn meven (一 百 条 )』 の オイ ラー ト 文 語 語 に つい て 
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【 第 6 話 】 (TM の 第 42 話 、『 語 録 』『 初 学 』 の 第 2 話 ) 
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manj'u kele Cini kelesqse*n1i baxan ayata1 bol=ji. xama bay1=na1 . b1 kumiun+ei 
「 満 洲 語 は (あな た の ) 話す の は 少し 滑ら か に な っ た 。」「 と ん で も な い 。 私 は 人 の 


kelesseyini medesbecigi, mini beye kelekUni basa edii. kumun+e1 adal1 bikdl+er 
話し た の は 分 か る が 、 自分 が 話せ ば まだ まだ だ 。 他 の 人 の よう に まとめ て 
kele=ji Cidasxu uge1 t6du1 bisi。nigen dara+your dorbG tabun ge 1 

話す こと が で き な い だ け で な く 、 ひ と 続き に 四 二 語 で 

bolsba。 Cudq JalYaJi Cidasxu nge1 youman. tere 1 bayistuyai。xar1in nidge 
あっ て も 、 す べ て 続け る こと が で き な い の だ 。 それ だ け で な く 、 却って ひと つ 
Jiqte1i youman bayisnai . kelelceku+yin urida dimiyila tasarasxu bol=bou。 

変 な こと が ある 。 語 を する 前 に た だ 間違え な いか 、 
end6ure=ku bolbou ge=ji tatayaljsad yeru erist[..] [kele]1ceskU tengke gei. 
誤 ら な い だ ろ うか と た め ら っ て 、 全 然 きっ ぱり と 話す 自信 が な い 。 
iyim1 bayi=tala。 nama+yig1 yayaJi kele= gesne1. nada sursxu Sanan yeri bayi=Ji. 
こん な で いて 、 私 に どう し て 話せ と 言う か 。 私 に は 学ぶ 気 が 全 く な く な っ た 。 
sanasXana yamar Juyil+er sursba Cu。 basa ene bitur bayi=tuya1 neme=j1 Cidasxu 
思え ば どん な や り 方 で 学ん で も 、 や は りこ の 程度 だ ろう 。 進歩 で きる 
ge=J10. ene COm Cini ese das=u=qSsan XaY1ya. b1 Cima+tdu jaji kele=kii。 


だ ろう か 。」「 そ れ は すべ て あな た が 慣れ な か っ た た め だ 。 私 は あな た に 教え て 言う 。 


ken ken Ci bitge1 bodo=. yeru tokoldusqsan+1 0je=Ji ere uge1 kele:. 
誰 で も 椿 うこ と は な い 。 た だ 見 か けた 人 に 会 っ て 遠慮 な く 話 し な さい 。 


5a2 kelesseyin1i : 語尾 は 不明 。TM の 満 洲 語 は gisurere be「 話 すこ と を 」。『 語 録 』 は 


kelesseini と 同じ 語形 で ある が 、『 初 学 』 に は kelessen+1i 「 話 し た こと を 」 と ある 。 


5a6 t[..]: 『 語 録 』 に は tes、『 初 学 』 に は tasu と ある 。 
5a6 [kele]leeki : 『 語 録 』 に は kelelceku、『 初 学 』 に は kele1ce=hu と ある 。 
5a8 enebitdr bayituyai : TM の 満 洲 語 に は ere human dabala と あり 、 浦 ・ 伊 東 [1957 : 


169] は 「 こ の 手並み だ け だ 」 と し て いる 。bayituyai は 書き 換え た 跡 が あり 、 元 の 宇 
形 は buyija に 見 える 。『 語 録 』 に は ene bitur boidza、『 初 学 』 に は ene bitur buije 
と ある 。 


5a9 xariya : TM の 満 洲 語 に は haran「 た め 、 改 」 と ある 。 


ー 旭 三 


『tanggn meyen (一 百 条 )』 の オイ ラー ト 文 語詞 に つい て 
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basa nom-du mergen gOS1 ulus+uyig1 er1sj1 tangyud bieiq surs. manj'u 
また 経書 に 通じ た 先生 た ち を 捜し て チベット 語 を 学び な さい 。 満 洲 


uge+du kecou nokud+te1 kelelees. 6dir bolYon Cejileku ige temdeqleku 
語 に 強い 友人 た ちと 話し な さい 。 毎日 購 記 する 言葉 を 記し な きい 。 


Caq bolYon keleleesbele。 kele ayitai bolsxu bisiu. eyigej1i suYsbala。yaYaba 
常時 語 せ ば 舌 が 滑ら か に な る で は な いか 。 こ の よう に し て 学べ ば 、 ど うし て 
Cu nige Xoyor Jil+iyin xoOron-du jayan+dan sanan+ai dur+ar aman+1 Joriy+ar 


生 琶 ご 年 の 間 に 自然 に 心 の 思う まま に 口 の めざす まま に 


kelesji 6idasxu baxana. 6idasxu de1 tula basa you jo[bo]sxu bui :: .:: 
話す こと が で きる の だ 。 で き な い か ら と いっ て また 何 を 悩む こと が ある か 。」 


【 第 7 話 】 (TM の 第 37 話 、『 語 録 』『 初 学 』 の 第 3 話 ) 


6 


10 


abaya1i C1ni manj'u Uge yamar COlo-du surssan bui. ayalayu absxu*n1 say1n 
「 見 上 、 あ な た の 満 洲 語 は どの よう な 暇 に 学ん だ の か 。 発音 する の が 上 手 


bols6d。tod0. min1 manj'u ge-g1 you tOCoJ1 kelelcesku bui. abaya] 
KS 明瞭 だ 。」「 私 の 満 洲 語 : 何 に 数 えて 言う こと が ある か 。 兄 上 は 


xay1rlaji eyigeJ1 ketu maqtasxu buyija. mini nige nokUr+iyin manj'u 0ge 
慈 し ん で その よう に 過 分 に 論 め ゆる の だ る う 。 私 の 一 人 の 友人 の 滴 洲 語 は 


say1in todorxo1 bols0Od xurca. DiCixan Ci kitad ayis Ugei. mas] 
上 手 で 明瞭 で あっ て 鋭い 。 少し も 漢語 な まり が な い 。 と て も 


bolbosursji. teyimi bol=od。 ロ liqer basa olon mede:ne1 . tere saya 
吉 達 し て いる 。 さ ら に 、 昔話 も 沢山 知っ て いる 。 彼 こそ 


5b5 baxana : この 語 は 2a7 に も 現れ る が 、 い ずれ も TM の 満 洲 語 は kaii「 て だ ぞ 」 が 対応 


し て お り 、 文 末 語 気 詞 と し て 確認 を 表し て いる 。 これ に 対応 する モン ゴル 文語 形 は 
baqan_a「 刀 了 , 面 包 」(《 蒙 況 週 典 》 [1999 : 412]) で ある 。baxa(1a2) の 注釈 も 参照 。 


5b5 jo[bo]=xu :『 語 録 』 に は jobohu、『 初 学 』 に は jobaxhn と ある 。 
5b7 todo : 書き 換え た 跡 が ある 。 下 の 句点 ( 二 点 ) の 一 つの 点 が 欠け て いる 。 
5b7 you tGCosji : 「 何 を いい も の と 見 な し て 」 の 意 。 
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mergen ge=j1 bol:sonai. tere Gim+asu yamar bui. bi yayaJ1 tOUn-dd adlid 
刻 い と 言え る 。」 「 彼 は あな た と 比べ て どう か 。」「 私 が どう し て 彼 に 比べ 


xasJ1 bolsxu bui. tong tOun+ei kiri bisi. tengger1 Yajar adali alusla=j1 
られ よう か 。 と て も 彼 の 比 で は な い 。 天 と 地 の よう に か け 上 離 れ て いる 。 


uCjY youn bi ge=kUine。  tOin+ei surassu*n1 nar1in. medesse*nj olon. DiCid- 
その 理由 は 何かと 言え ば 、 彼 の 学ん だ こと は 詳し い 。 知 っ て いる こと は 多い 。 書物 


tu duratai, odo bol=tolo,。basa aman+asan jayilasxu uge1 Cejilesser 


が 好き で 、 今 に 至 る も 日 か ら 離れ ず に 暗記 し て 

bayi=nai,. yar+asu angk1jirasxu ge1 uesser bayinai. tOun+iyig1 qUy1CesyYa 
いる 。 手 か ら 離さ ず 見 て いる 。 彼 に 1 りら 
gesbele,。 ner berke biSii. abaya1 Cin1 ene ge baxan tasarassan Uiqei 


と 言え ば 本 当 に 難し いで は な いか 。」「 兄 上 、 あ な た の その 言葉 は 少し 間違っ て いな い 


gesnUU. Cing Unen bol=xula。xada nebtersne1 geji kelesdeq. tere basa 
か 。 真剣 に な れ ば 岩 を 貫く 考 。 彼 も また 
surs で 1 idasqsa*n1 buyija. yerii tOT61ki medesKG テ n1 DiS1. bida tGnn- 


学ん で で きた の だ ろう 。 決し て 生ま れつ き 知 っ て いた の で は な い 。 私 た ち が 彼 


di kiUrsk0 gei Yajar xa bui. tere yamar JMyil+er bolbosurssan medessen 
に 到達 で き な い 所 は どこ に ある か 。 彼 が どん な に 熟達 し 、 知っ て 


bolstuyai, bida yaqCa sedki]l+i Cingya batu bar1i=ji sana Simdasj1 sursxuna 
いる と し て も 、 私 た ち は た だ 心 を し っ か り と 持っ て 、 心 を こめ て 学ぶ なら ば 、 


6a1 bolsonai : 書き 換え た 跡 が ある 。 二 番目 の o の 字形 は 他 の 箇所 と 異な る 。 


6a3 surassu*n1 : TM の 満 洲 語 に は tacihangge「 学 ん だ こと 」 と ある 。 sur:su*ni (3b3) と 


同じ 語形 と 考え られ る が 、 語 幹 末 に 母音 字 a が 書か れ て いる 。 


6a2 aluslaj1i : この 語 で 文 が 終わ る が 、 そ の 後に 句点 が な い 。 
6a5 guyieesya : 語尾 と 語幹 は 母音 再 和 に 合わ な い 。 
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『Langgn meyen (一 百人 条 )』 の オイ ラー ト 文 語 訳 に つい て 
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6b 
1 kedii tere tuyil-d kdrse1 Cidasxu ige1 bol=bocu。basa erke igei 
いく ら そ の 極み に 達する こと が で き な く て も 、 また 必ず 


2 Saxa=na buy1iJja. 
近づく だ ろう 。」 


6b1 tiy11-dG : モン ゴル 文語 tuyil「 極 」 に 対応 する オイ ラー ト 文 語 の 第 1 音節 は 女性 母 
音 で ある ( 科 正 所 南 ・ 世 徳 場 [1979 : 305])。 


注 
(1) 富 俊 (1749 て 1834) は 、 姓 は 卓 特 、 字 は 松 岩 。 蒙古 正 黄 旗 人 で 、 清 の 乾隆 、 豆 度 、 
道光 の 三朝 を 通し て 、 翻 訳 進 士 か ら 内 閣 大 学士 まで 昇進 し た 官僚 で ある 。 彼 の 経歴 は 『 清 
史 稿 』( 巻 三 百 四 十 二 、 列 俺 一 百 二 十 九 ) や 『 清 史 列 値 』( 巻 三 十 四 ) 、『 続 旭 俺 集 』( 巻 
ー) な ど に よっ て 知る と と が で きる 。 
(2) 李 徳 啓 [1933: 29]、 黄 洞 作 ・ 届 六 生 [1991 : 102]、 北 京 市 民族 古 籍 整理 出版 規 着 小 外 
上 公 室 満 文 鐘 租 部 [2008 : 63-64]、 等 。 
(3) 八 省 区 寺 古 番 文 工作 協 作 小 狙 か 公 室 [1979 : 222-223]、 お よび 《 中 国 蒙古 文 古 籍 皿 目 》 
[1999 : 1179-1180]、 等 。 
(4) 満 洲 語 、 モ ン ゴ ル 語 、 オ イラ テー ト 文 語 を それ ぞ れ 原文 字 で 写せ ば 次 の と お り で ある 。 
満 洲 語 : て se soy 7 oc て 5 ュ TA る 6/ 
モン ゴル 語 : mwwi vv Tvy wrt Tnertsw(Ytodim zo 
オイ ラー ト 文 語 : fpvwwY 0 trorwr rwrpoYicy somaotmy 
(5) 「 度 」 の 原文 は 満 洲 語 、 モ ン ゴ ル 文 語 、 ト ド 文 字 、 漢語 の 四 種類 の 言語 を 並べ て いる 。 
訳文 は 主として モン ゴル 語 に より 、 他 の 言語 を 参照 し た 。 次 に 漢語 の 原文 を 挙げ る : 
「(1a) 稽 占 六 書 之 作 , 原 有 庶 般 優 借 韓 注 諸 法 , (1b) 面 其 義 要 過 於 同 , 故 曰 同文 . 清書 蒙 文 
字 骨 少 別 , (2a) 面 大 雪 相 信 , 前 以 清文 繁 博 , 間 骨 次 生 新 話 , (2b) 初 学 未 能 遍 記 . 一 時 査 時 
無 門 , 愛 承 (3a) 先 大 夫 志 , 帆 三 合 便覧 一 書 , 集 新 次 諾 (3b) 清 語 , 以 十 二 字 頭 次 序 排 筐 , 促 
翻 筒 者 , (4a) 其 如 指 掌 , 追 巳 【 己 】 去 歳 富 俊成 芝 古 進士, 授 簡 (4b) 部 額 外 主事 , 多 有 鱗 忠 , 
因 憶 蒙 文 区 移 , 査 考 不 易 、(5a) 途 牧 蒙 文 赤 依 十 二 字 頭 次 序 比 列 成 編 , 彼 供 探 控 . (5b) 慌 杜 
父 中 有 種 抵 世 字 , 本 係 準 只 符 厄 角 特 之 文 . 自我 (6a) 朝 在 定 準 只 爾 後 , 魚 井 部 沙 投 誠 分 駐 
伊 科 布 多 等 席 , 定 以 (6b) 朝 製 班 炊 , 恒 有 文 膝 往 來 , 鐘 者 較 少 . 乾隆 (7a) 四 十 七 年 , 軍機 
大 臣 , (7b) 奏 請 在京 設立 抱 迅 看 , 蒙古 八 旗 各 置 財 生 一 名 , 使 之 弾 (8a) 業 . 童 面 者 之 , 獲 以 
儲 才 待 用 , 制 甚 善 也 . 内 辰 (8b) 春 富 俊 奉 命 参 賛 科 布 多 事務 , (9a) 寒 清 政 簡 . 不 敢 怠 荒 . 党 
於 公 鮮 , 訪 求 立 幌 近 字 租 之 (9b) 人 , 僧 興 考 論 , 依 式 墓 繕 . 恐 後 静 大 難 口 表 , (10a) 首 列 
杜 女 , 衣 以 清文 租 音 , 衣 所 世 字 , 次 清 10b) 語 , 面 以 漢字 居 未 , 蓮 分 五 格 , 層 居 印 護 , 関 
(18) 歳 告 成 . 普 蒙 文字 無 圏 距 , 非 口 授 不 能 得 其 音 . (11b) 反 臣 者 即 蒙 古語 明白 一 字 也 . 因 
以 散 古 拓 世 臣 集 名 編 . 2a 従 事 於 新 者 , 展 巻 易 知 , 不 無 神 益 (12b) 公 箇 , 是 忌 序 . 嘉慶 本 
巳 番 春 (13a) 可 歳 富 俊 書 .」 
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(6) 《 中 国 蒙 古文 古 籍 怠 目 》 [1999 : 1180] で は 、 こ うし た 名 前 の 物語 が 付き さ れ て いる と 
記し て いる 。 原文 は 「 図 3. トド 文字 字母 表 (2a)」 の 第 7 行 (最終 行 ) を 参照 され た い 。 

(7) 栗林 均 ・ 断 欲 巴 図 [2009] は 、 こ の 発表 を も と に 加筆 補正 し た も の で ある 。 

(8) 『tanggu meyen (一 百 条 )』 に つい て 、『 三 合 語 録 』 の 序文 に は 「 乾 隆 年 間 に 智 信 が 清 
語 自 条 を 編 抽 し た 」 と ある 。 

(9) 浦 謙一 ・ 伊 東 隆夫 [1957] は 『tanggu meyen (一 百 条 )』 の 解題 、 詳 本 の 比較 、 全 答 
の ロー マ 宇 転写 と 日 本 語 訳 で ある 。『tanggumeyen (一 百 条 )』 の 類 書 と し て 、 満 洲 語 と 
自 話 体 漢 文 の 対訳 で ある 『 清 文 指 要 』 が ある 。 

(10) 同書 の 閲覧 、 撮 影 、 公 刊 の 許可 を いた だ いた 北京 大 学 図書 館 、 さ ら に 閲覧 に 除 し て 
ご 助力 いた だ いた 北京 大 学外 国語 学院 の 婚 克 成 (Yao Kecheng) 副 教 授 に 感謝 の 意 を 表 
凡 電 地 。 

(11) ロー マ 字 転写 方 式 は 、 サ ン ボ ー ド ル ジ ・ 橋 本 [2005] に よる 。 原 本 の 破損 で 判読 困 
難 な 人 箇所 は [ ] に 入れ た 。 ま た 、 図 3 の 下部 に 、 満 洲 文 字 で 読み 方 を 示す 書き 込み が 
ある 。 こ れ を 【 】 に 入れ た 。 

(12) 以下 、 本 稿 で 引用 する トド 文字 は 、 即 刷 の 都合 上 反 時 計 回 り に 90 度 回 転 さ せ た 形 
状 で ホ す 。 ト ドド 文字 の フォ ント は 、 新 商 ウイ グル 自治 区 の 印刷 物 に 使用 され て いる 宇 体 
を 見 本 に 作成 し た も の で ある 。 

(13) 破 擦 音 を 表す 4 種類 の 文字 が 使わ れる 場合 、 そ れ ら は 次 の よう に 区 別 さ れる 。( サ 
ン ボ ー ド ル ジ ・ 橋 本 [2005 : 94]、 他 関 [2008 : 127 181]、 カ ッ コ 内 は 発音 を 表す )。 


歯茎 音 3 c ([ts]) 3 z ([dz]) 


俳 日 蓋 末 茎 音 s で ([) sj([ds]) 


し か し 、3 と 5 の 2 種類 の 文字 し か 使わ れ て いな い 場 合 、 ロー マ 字 転写 に は 2 種類 の や 
り 方 が ある 。 その 第 1 は 、 同 じ 字 形 を 同じ ロー マ 字 で 転写 する や り 放 で 、* を す 、3 を で 
と 転写 する 。 第 2 は 、 オ イラ ー ト 語 の 発音 を 考慮 し て 、s を i の 前 で は す に 、 そ れ 以 外 
で は z に 転写 し 、 同 様 に * を ij の 前 で は で に 、 そ れ 以 外 で は c に 転写 する や り 方 で あ 
る 。 (サン ボー ドル ジ ・ 橋 本 [2005 : 93]、Jyscan6amman [1975 : 31])。 本 槍 で は 、 第 
1 の 転写 方 法 を 取っ た 。 

(14) mwweetY suryuuli「 学 校 」 で は 、 子音 字 w の 後 で 、w の 字形 が 使わ れ 、 さ ら に 母音 字 
の 連続 で wwwg と いう 表記 に な っ て いる 。 

(15) 《 蒙 文 和 擬 志 蒙 文 ) [1976 : 172] で は WV (co18n) 「 空 了 ( 暇 )」 と 女性 語 と し て 
表記 され る 。5B.X.Tomaesa [2001 : 429, 444] に は uono と ueneed (いずれ も 意味 は 
cmo6omioe BpeM「 忠 」) . と いう 2 種類 の 表記 が ある 

(16) モン ゴル 語 で bari bariysayar は 、「 当 即 , 立 即 」 の 意味 で 使わ れる (《 蒙 況 司 典 》 

[1999 : 488])。 こ の 熱 語 に 対応 する オイ ラー ト 文 語 は barisqsar で ある ( 稼 正 所 南 ・ 
包 徳 更 [1979 : 110])。 
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